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※『社会分析』53 号は次号ニューズレター（6 月発行予定）と共にお送りします。発行が例年よりも遅

くなり申し訳ございません。 
※同封の振込用紙で 2026 年度会費の納入をお願いします。同封の明細書をご確認のうえ、未納分もあわ

せて納入ください。納入は必ず振込でお願いします（振込料金はご負担ください［校費の場合も］）。領

収証は「払込受領証」をもって代えさせていただきます。学会発行の領収証が必要な方は、振込用紙にご

指示ください。 
 

◆研究例会の報告と予定 
1. 第 150 回例会（2025 年 12 月 13-14 日、山口県立大学※ハイブリッド方式）は盛会に終わりました。お世

話・ご協力・ご参加いただいた方々に感謝申し上げます。 

2. 次回、第 151 回例会は島根大学（ハイブリッド方式を予定）で開催します。詳細はプログラムとともに

次号ニュースでご案内します。ななお今回の例会に合わせて総会がございます。 

第151回例会 日程：2026年7月11日（土）午後～7月12日（日）午前 

会場：島根大学松江キャンパス 

（島根県松江市西川津町1060） 
◆第 151 回例会【研究報告】募集                                                       
 次回例会で研究報告をご希望の方は、報告者名、報告タイトル、報告時間を 6 月 21 日（日）必着で事務

局までお知らせください（電子メールまたは郵送）。ニューズレター発行が遅れたため、期間が短くなっ

ておりますが、よろしくお願いいたします。 

・報告時間は以下のいずれかを選んでください（指定がなければ S とします）。   

   S:持ち時間 30 分（標準は報告 20 分＋質疑応答 10 分）                    

   L:持ち時間 60 分（標準は報告 30 分＋質疑応答 30 分）                   

・プロジェクタを使えます。特殊な機器を使用したい場合は申込み時にご相談ください。 

 

◆『社会分析』54 号【一般投稿論文】の募集  
1.『社会分析』54 号の一般投稿論文を、下記の要領で募集します。原稿の提出期限・提出先は、下記の通

りです。 
                                                                                       
原稿提出期限：2026年10月1日（木）必着 

原稿送付先 ：753-8511 山口市吉田1677‐1山口大学人文学部 桑畑研究室内 日本社会分析学会事務局 
（封筒に「社会分析一般投稿論文」と明記のこと） 

2. 投稿は、メールまたは郵送で受け付けます。 

※メールでの投稿の場合は、sasa@jsasa.org まで、原稿等のファイルを添付の上お送りください。事務局か

ら受付確認のための返信を行いますので、事務局からの返信がない場合はお問い合わせください。 
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※郵送での投稿の場合は、原稿等の電子ファイルが入ったメディアを、送付記録が残る方法でお送りくだ

さい。また、封筒に「一般投稿論文」とご明記ください（メディアの返送をご希望の方はその旨明記く

ださい）。                                   

3. 投稿に際しては、『社会分析』表紙ウラの「投稿規定」（2019 年改正版）を遵守してください。規定に

違反する原稿は受理できない場合があります。                                                         

4. 投稿原稿は審査にかかります。審査・改訂に投稿後 3 ヶ月程度を要します。審査終了時には原稿コピー

と電子ファイルを各 1 部、お送りください。                             

◆【書評】推薦の募集                                                                 
 書評推薦を随時受けつけます。これは、会員著作や本学会として書評に値する作品を自薦・他薦いただ

く制度です。8 月末までに推薦書を学会事務局までお送りください。                                         

                                                                                       

推薦書（様式任意）の記載事項：                                                       

 1. 推薦者名、連絡先                                                                

 2. 推薦対象図書の著者、書名、出版社、出版年、ISBN                                 

  （入手しにくい図書の自薦の場合は、できれば現物 1 部を添えてください。）           

 3. 推薦理由（簡潔で結構です。）                                                    

※推薦された図書は、編集委員会で検討のうえ、書評を依頼します。これとは別に、書評原稿の直接投稿

も受け付けます（この場合、上記の推薦手続は不要。投稿締切は 10 月 1 日）。 
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◆追悼文 
 当学会を長期にわたって支えてくださった、木下謙治会員と篠原隆弘会員のご逝去のお知らせをい

ただきました。学会としましても、改めて追悼の意を表します。倉重加代会員と城戸秀之会員による

追悼文を以下に掲載いたします。 
 

木下謙治先生を偲んで 
倉重加代 

 
木下謙治先生のご逝去の報を知り、在りし日のさまざまなことが脳裏を駆け巡りました。 
木下先生は 1970 年から 1992 年 3 月まで山口大学で教鞭を執っていらっしゃいました。私が山口大

学に入学したのは 1986 年で、翌 87 年に社会学講座に所属しました。87 年当時、本学会員では社会学

講座に木下先生と小谷典子先生、社会心理学講座に小川全夫先生、三隅一人先生、さらに徳野貞雄先

生が助手でいらっしゃいました。途中、三隅先生と徳野先生は転出、加来和典先生が 1 年間在職され

ましたが、木下先生と小川先生、小谷先生には学部時代の 3 年間と修士課程の 2 年間、すべての期間

ご指導いただき、木下先生には卒業論文と修士論文の指導教官としてもお世話になりました。 
木下先生は温厚で飄飄としたお人柄で、生身の人々の営みへの関心がとても強く、また大切にされ

ていた印象があります。そして、先生が残された言葉を改めて読み直してみると、その思いが一層強

く感じられます。 
木下先生が担当された「社会学概論」（1987 年受講）のノートが手元にありますが、第 1 回目のと

ころに「社会科学…むなしい 一般化する過程を切り落としてしまう 生々しさが振り落とされる

『土』」（ノートのまま記載）とメモしていました。『土』は農民文学の記念碑的名作と言われる長

塚節の長編小説を指すと思われます。 
研究室で毎年作成していたプロフィール集からも木下先生の思いが伝わってきます。「知的な訓練

の有効な方法は『具体と抽象の間を往復すること（略）』にあると言えます。日常の談話、ゼミでの

討論 etc…の場面でたえず心がけてみてはどうでしょう」（1988 年）。「人間関係を意識的にかつ大

切に研究室生活を過ごしてください。それが社会学の実践的出発点になるものと思われます」（1991
年）。読み直すと研究室での日々が昨日のことのように思い出されます。 
実際に木下先生のゼミでは、『ジェンダーの社会学―女たち/男たちの世界―』（江原由美子ほか著）

や『家庭内離婚』（林郁著）、『家族八景』（筒井康隆著）などが教材として使用され、家族をめぐ

る問題や家族関係、性別分業などについて、個々の事例をめぐる議論が多かったように思います。『須

恵村の女たち: 暮しの民俗誌』（ロバート・J・スミス, エラ・ルーリィ・ウィスウェル著）も授業で

紹介されて興味を持ちました。一般化の過程で見落とされがちな事象に目を向けることの大切さを教

えていただきました。 
また、木下先生の、個々の事象、生身の人間の営みへの関心や尊重は、学問上だけでなく、学問を

離れた場面での会話にも表れていました。私たち学生にもよく声をかけてくださいました。先生もご

自身のことをよくお話されました。愚痴をこぼしたり歯の不調をぼやいたりして話しかけやすい雰囲

気をつくってくださり、ご自身がご家族はじめ人間関係を大切にされている様子も伝わってきました。 
修士論文作成時のノートにも、木下先生からの作業仮説に関する指摘が多く残っています。私の研

究テーマは生殖補助医療で、今日ほど一般的ではなかったために先行研究や資料がないことを研究が

進まない言い訳にしていましたが、今、ノートを読み直すと先生のご指摘は納得できることばかりで、

いかに不勉強だったかを思い知らされます。 
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修士課程修了後、非常勤講師やアルバイトで生計を立てていた時期を経て、幸い、短期大学に職を

得ましたが、その後も木下先生がおっしゃっていたことを実践できず未熟な部分が露呈しました。 
木下先生が編集された家族社会学の教科書、『家族社会学―基礎と応用―』（2001 年、九州大学出版

会）を出版するにあたり、一つの章「生殖から見た家族」の執筆を依頼されました。編集会議（2001
年 4 月 8 日、九州大学文学部）のときだったと思いますが、私の原稿を読まれた先生が「こういう内

容になるんかなあ…」とおっしゃいました。書き直しの指示がなかったので、そのままの内容で初版

が発行されました。その「はしがき」に以下のように書かれています。「本書が満足できるものにな

ったという自信はない。使いこなしながら、幸いにして改訂の時期を迎えることにでもなれば、より

よいものにしていきたいと思う」。先生にこのように書かせてしまったのは私ではないかと、編集会

議のときの先生の発言の真意を確認しなかったことは今でも心残りです。その後、この教科書は第 2
版（2008 年）、第 3 版（2016 年）、第 4 版（2022 年）と改訂を重ね、第 4 版では私も編集に加わる

ことになりました。版を重ねるにつれ、先生がおっしゃりたかったことが想像できるようになり内容

を改善してきましたが、先生の期待に応えられているでしょうか。 
偶然にも、私は今、修士論文のご指導をいただいた頃の木下先生と同じ年になりました。 
学会等でお会いしたとき、いただいた年賀状の文面からも、私が元気に過ごしているか、常に気に

かけていただいておりました。他愛のない話ばかりしており、研究や教育について多くを語り合わな

かったことが悔やまれますが、先生と同じようなことを学生に語り、研究でもどかしさを覚える今の

私を見て、先生は空から笑っていらっしゃる気がします。 
木下先生の背中から大切なことを学んだ教え子として、先生の生前のご活躍に敬意を表するととも

に、先生のご冥福をお祈りいたします。 
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篠原隆弘先生の思い出 
城戸秀之 

 
 篠原隆弘先生が亡くなられて 1 年以上が過ぎました。鹿児島大学で 20 年余り同僚として先生と過ご

しましたが、今でももうお会いできないことを心から残念に思っています。今回、学会より先生の追

悼文を書かせて頂く機会を頂きました。在りし日の先生を偲びながら、先生との思い出を紹介させて

頂きたく思います。 
 篠原先生とは院生の頃、研究会、学会などでお見かけするだけでしたので、初めてお話ししたのは

採用面接の時でした。私は緊張して臨みましたが、先生はにこやかに対応していただき、鹿児島大学

に赴任することの不安をなくしていただきました。 
 赴任時も時に優しく、厳しく接して頂きました。当時は経済学科の所属でしたので、2 人で社会学

の「看板」を背負って行く気構えを持つように教えられました。コミュニケーションを取ることが大

事であると、雑談もふくめて学科や大学の事柄などを話題にして 2 人で先生の研究室でよく話をさせ

ていただきました。その際、まだ若かった私の考えをきちんと聞いていただき、同僚として扱ってい

ただいたことを今でも感謝しています、 
また、先生はお酒がお好きでしたので学科のメンバーとの酒宴にも連れて行っていただきました。

私は飲酒できない体質になっていましたので、酒の相手としては「面白くないやつ」だったと思いま

すが、酒の注ぎ方、返杯の仕方などを OJT で教えていただきました。また、学科では、天文館で「飲

ん方」の際には必ずカラオケに行くことが習いとなっていました。先生はカラオケがお好きで、マイ

クを片手に気持ちよく歌われている姿をいまも思い出すことができます。 
 同じ社会学でも実証分野の先生と理論分野の私が一緒に研究することは余りありませんでしたが、

赴任時に一度、篠原先生が研究代表者の科研に参加させていただきました。大分市と国分市（現霧島

市）の比較研究でしたが、大分市の予備調査の際に、大分市出身の私が夜の「反省会」のお店を探す

ことになったので、比較的良心的な価格のふぐ割烹にお連れしました。ふぐ尽くしのコースと日本酒

を召し上がっていただきましたが、お気に召したようで、「美味しい」と言って頂き、幹事の身とし

てはほっとしました。 
先生とは 2 回、法文学部で学会の大会を開催しました。一度は 1996 年 6 月の日本都市社会学会、

二度目は 2005 年 12 月の日本社会分析学会でした。外向きの仕事は篠原先生、内の事務的なことは私

と役割分担し、直前はほぼ毎日ミーティングをして準備をしました。特に先生は懇親会を重視され、

試食にレストランに一緒に行ったほか、焼酎を厳選して揃えるなどされて、参加者に満足して頂くこ

とを第一に考えておられました。 
先生のご退職後の 2012 年 5 月に私を責任者として西日本社会学会の大会を開催しましたが、先生

も参加していただき「城戸君、来たよ」と声をかけていただいたことは大変にありがたく、忘れられ

ません。 
教育ではゼミ同士の交流はありませんでしたが、先生と学生との関係は密なものだったようです。

先生の最終講義と祝賀会は最後の 4 年生が教員の手を借りずに自主的に企画したもので、祝賀会にも

幅広い年代の卒業生の方々がお見えになり、学生との間に強いつながりがあったことが分かりました。 
定年退職をされた後は、数年広島の大学で勤務された後、ふるさとに戻られて地域の公民館長をさ

れていましたが、「これからは社会学を実践する」とおっしゃっていたことが記憶に残っています。 
数年前に先生の叙勲の申請書類の作成を大学から依頼されました。これもご恩返しと思い、書類の

不備で叙勲されないことのないように緊張して作業していましたが、無事叙勲が決まったときは心か
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ら安堵しました。 
個人的には私の結婚の際に職場の上司ということで先生に仲人をお願いしたところ、快諾していた

だきました。仲人からの新郎新婦の紹介で、「披露宴は社会から夫婦としての承認を得る場である」

との社会学者ならではのお言葉をいただきました。このことも先生の大切な思い出となっています。 
その他は時候のご挨拶や時折の電話などでのお付き合いなっていましたが、お元気でお過ごしのこ

とと思っていました。奥様からのお電話で先生のご逝去を知りましたが、その時は驚く一方で告別式

に参列する準備で頭がいっぱいでした。その日が土曜日でしたので、学部に連絡することができず、

評議員をされた方であるのに法文学部として弔意を示すことができなかったことをとても残念に思っ

ています。 
告別式には鹿児島からの参列は私だけでした。ご遺族の方と先生のお話をさせていただきました

が、懐かしいとともに寂しく感じました。棺の中の先生と対面したときは「これからはお話ができな

いのだな」と胸が痛み、その時、先生がもうおられないこと実感しました。 
 篠原先生と共に過ごした 20 年は得ることの多い貴重なものでした。本年の３月末で私も定年退職と

なりましたが、無事勤め上げられたのは先生のおかげと思っています。篠原先生、本当にありがとう

ございました。 
 
 

◆会員異動（届出順、敬称略） 
●入会 
   屈 融 
    所属：山口大学大学院東アジア研究科 
    研究分野：社会心理学 
   Wan Zhouxuan 
    所属：九州大学大学院人間環境学府 
    研究分野：共生社会学 
 
●所属変更 
   酒井 宏美 
    所属：九州国際大学法学部 
   古川 直子 
    所属：大谷大学社会学部 
   髙嵜 浩平 
    所属：近畿大学産業理工学部 
   黒田 宣代 
    所属：名古屋経営短期大学 
 
●退会 
   木下謙治（ご逝去）、土井文博、木谷滋、李璟媛、真間大地、荘秀美、篠原遼子、真田杏梨子、 

坪田優花、宮崎真弥 


